
 
 

島田市におけるＳＤＧｓ 

地方創生や地域課題の解決のため、総合計画に位置付けた施策に取り組むことは、当市が掲げ

る将来像「笑顔あふれる 安心のまち 島田」の実現だけではなく、ＳＤＧｓの理念「誰一人取り

残さない」社会の実現を図ることにもつながります。 

私たちは、地域の多様な主体とのパートナーシップにより、国際的視点で考え、地域主体で行

動し、その取り組みを地域全体に広げることで、ＳＤＧｓに取り組む人々を増やすとともに、経

済・社会・環境の好循環が生まれる持続可能なまちづくりを更に推進していきます。 

よりよい未来をこれからの世代に引き継いでいけるよう、私たち一人ひとりが「誰一人取り残

さない」持続可能な社会の実現に貢献します。 

 

 
 
・地方自治体としてＳＤＧｓに貢献するために 
 ＳＤＧｓは、2015年９月の国連サミットにおいて、加盟国の全会一致で採択された、2030年ま

でに達成すべき「持続可能な開発目標」です。「誰一人取り残さない」という理念のもと、「世

界の貧困をなくす」「持続可能な世界を実現する」ことを目指し、1 7のゴール、169のターゲット

から構成される世界共通の目標です。 

国は、自治体においてＳＤＧｓを活用することで、客観的に自己分析することができ、特に注

力すべき政策課題の明確化や、「経済・社会・環境」の三側面の相互関連性の把握による政策の

推進全体の最適化が実現するとしています。 

 ＳＤＧｓの17のゴールは、一つの分野のみならず、教育、産業、健康、福祉など、まちづくり

の根幹となるさまざまな分野に広く関係しています。このことから、ＳＤＧｓという共通目標を

持ち、自治体と地域の多様な主体との間で、政策目標の共有とパートナーシップの深化を実現し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑✍既に、島田市の 16.9％※の人が、ＳＤＧｓを理解し、行動に移しています。 

今後も、ＳＤＧｓに関する取り組みを地域全体に広め、行動する人々を増やしていきます。 

※令和３年度市民意識調査による  

・みんなではじめようＳＤＧｓ 
ＳＤＧｓを達成するためには、私たち一人ひとりができることを考え、取り組んでいくことが

大事です。ＳＤＧｓが掲げる「持続可能な開発目標」はとても大きなことのように感じるかもし

れませんが、日常生活の身近なところにもできることはたくさんあります。 

世界共通の目標達成に向け、今、私たちができることから行動しましょう。 

使っていない部屋の電気をこまめにＯＦＦ（難易度：★☆☆） 目指すゴール 

 静岡県では、家やお店で使われるエネルギーの消費量が、全体の約

30%を占めます。使っていない部屋の電気を消す、使っていない家

電のコンセントを抜くなどして、エネルギーの節約に努めましょう。 

 

 

 

☑✍本計画では、みんなでできる取り組みを「みんなでやってみよう！ＳＤＧｓ」として、基本計

画中に政策分野ごとコラムを掲載しています。是非そちらも御覧ください。 
 
 

 

・総合計画におけるＳＤＧｓ 
本計画では、施策の柱ごと目的を同じくするＳＤＧｓの17のゴールを表記し、その繋がりを明

確化しています。総合計画に則り、ＳＤＧｓの17のゴールを見据えた取り組みを展開していくこ

とで、「誰一人取り残さない」持続可能な社会の実現に貢献していきます。 

 

 

ＳＤＧｓの取り組みを発信（難易度：★★☆） 目指すゴール 

ＳＤＧｓを知っている人、取り組んでいる人が増えることで目標

の達成に近づきます。役立つと思った情報を見つけたら、積極的に周

りの人に伝えてみましょう。 
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